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【総合医薬学研究科】

　人文社会芸術総合研究科は、人文・社会・芸術に関わる諸分野
の視点から「“人”と“地”の健康」を実現します。幅広い分野の基盤
的能力を有し、人文、社会、芸術に関わる諸分野についての高度な
専門的学識、高い倫理観と豊かな創造力、領域を横断した複眼的
視野を備えることにより、新たな価値、文化、社会を創ることがで
きる人材を養成します。

人文社会芸術総合研究科

総合医薬学研究科

理工学研究科

　理工学研究科は、理工学及びその関連分野の学術的な理論及び
応用を教授研究し、その深奥を究め、高度の専門性が求められる職
業を担うための深い学識、卓越した能力、及び倫理観を培い、自然
科学及び科学技術の発展に寄与することを目的としています。

（修士課程）
人文社会芸術総合専攻　心理学プログラム　人文・芸術プログラム　共創経済プログラム

（博士前期課程）
理工学専攻　数理情報学プログラム　物理学・応用物理学プログラム
　　　　　　生命・物質化学プログラム　地球生命環境科学プログラム
　　　　　　メカトロニクスプログラム　マテリアル科学工学プログラム
　　　　　　都市・交通デザイン学プログラム　先端クリーンエネルギープログラム
（博士後期課程）
理工学専攻　数理情報学・データサイエンスプログラム
　　　　　　生命・物質・エネルギー科学プログラム
　　　　　　サステイナブル地球環境学プログラム
　　　　　　先進工学プログラム

（修士課程）
総合医薬学専攻　先端医科学プログラム
（博士前期課程／博士後期課程）
総合医薬学専攻　看護科学プログラム　先端薬科学プログラム
（一貫制博士課程）
総合医薬学専攻　生命・臨床医学プログラム　臨床薬学プログラム

“人”と“地”の健康を科学する
大学の実現に向けた大学院改組

　令和４年４月、大学院修士課程を全面的に改組し、
文理融合及び医薬・理工融合の分野横断的な教育研
究を推進する体制を構築。

　令和６年４月、「医学薬学教育部」「理工学教育部」
「生命融合科学教育部」を再編し、「総合医薬学研究
科」「理工学研究科」「医薬理工学環」修士課程に接続
する大学院博士課程・博士後期課程を設置しました。
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　総合医薬学研究科では、医学、薬学及び看護学を総合した特色
ある教育と研究を推進し、「医・薬・看」横断的な総合的判断力を有
するとともに、学術研究の進歩や社会に積極的に貢献できる卓越し
た医療専門職業人や教育研究者などを育成することを目的として
います。
　医学・薬学・看護学の密な連携により多職種連携・
分野融合を促進する研究科共通科目をはじめとした
教育を提供し、学内外との連携を深めることで、実践
的なイノベーションに繋がる包括的な医療的素養を
身につけることができます。

医学部 医学科
薬学部 薬学科
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【総合医薬学研究科】

　人文社会芸術総合研究科は、人文・社会・芸術に関わる諸分野
の視点から「“人”と“地”の健康」を実現します。幅広い分野の基盤
的能力を有し、人文、社会、芸術に関わる諸分野についての高度な
専門的学識、高い倫理観と豊かな創造力、領域を横断した複眼的
視野を備えることにより、新たな価値、文化、社会を創ることがで
きる人材を養成します。

人文社会芸術総合研究科

総合医薬学研究科

理工学研究科

　理工学研究科は、理工学及びその関連分野の学術的な理論及び
応用を教授研究し、その深奥を究め、高度の専門性が求められる職
業を担うための深い学識、卓越した能力、及び倫理観を培い、自然
科学及び科学技術の発展に寄与することを目的としています。

（修士課程）
人文社会芸術総合専攻　心理学プログラム　人文・芸術プログラム　共創経済プログラム

（博士前期課程）
理工学専攻　数理情報学プログラム　物理学・応用物理学プログラム
　　　　　　生命・物質化学プログラム　地球生命環境科学プログラム
　　　　　　メカトロニクスプログラム　マテリアル科学工学プログラム
　　　　　　都市・交通デザイン学プログラム　先端クリーンエネルギープログラム
（博士後期課程）
理工学専攻　数理情報学・データサイエンスプログラム
　　　　　　生命・物質・エネルギー科学プログラム
　　　　　　サステイナブル地球環境学プログラム
　　　　　　先進工学プログラム

（修士課程）
総合医薬学専攻　先端医科学プログラム
（博士前期課程／博士後期課程）
総合医薬学専攻　看護科学プログラム　先端薬科学プログラム
（一貫制博士課程）
総合医薬学専攻　生命・臨床医学プログラム　臨床薬学プログラム

“人”と“地”の健康を科学する
大学の実現に向けた大学院改組

　令和４年４月、大学院修士課程を全面的に改組し、
文理融合及び医薬・理工融合の分野横断的な教育研
究を推進する体制を構築。

　令和６年４月、「医学薬学教育部」「理工学教育部」
「生命融合科学教育部」を再編し、「総合医薬学研究
科」「理工学研究科」「医薬理工学環」修士課程に接続
する大学院博士課程・博士後期課程を設置しました。
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　総合医薬学研究科では、医学、薬学及び看護学を総合した特色
ある教育と研究を推進し、「医・薬・看」横断的な総合的判断力を有
するとともに、学術研究の進歩や社会に積極的に貢献できる卓越し
た医療専門職業人や教育研究者などを育成することを目的として
います。
　医学・薬学・看護学の密な連携により多職種連携・
分野融合を促進する研究科共通科目をはじめとした
教育を提供し、学内外との連携を深めることで、実践
的なイノベーションに繋がる包括的な医療的素養を
身につけることができます。
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　持続可能社会創成学環は、持続可能な社会の構築に必要な理
工学及び社会科学の学際的な理論及び学際的応用を教授研究し、
その深奥を学び、高度の専門性が求められる職業を担うための深
い学識、卓越した能力及び倫理観を培い、持続可能社会の構築に
貢献する人材の育成を目的としています。

　医薬理工学環では、創薬・製剤工学プログラム、応用和漢医薬学
プログラム、認知・情動脳科学プログラム、メディカルデザインプ
ログラムの４プログラムにおいて、医学、薬学、理学及び工学を総
合した特色ある教育と研究を推進し、幅広い知識を基盤とする高
い専門性と人間尊重の精神を基本とする豊かな創造力を培い、学
術研究の進歩や社会に積極的に貢献できる総合的な判断力を有
する専門職業人又は教育研究者としての人材を育成することを目
的としています。
　医薬理工学環共通科目の開設や分野を横断した他の研究室で
の実験・実習指導や他分野の教員を副指導教員とするシステムを
導入することで学生や教員の分野を超えた交流を活発化させ、融
合型・分野横断的な教育研究を推進していきます。

持続可能社会創成学環

医薬理工学環

（修士課程）
社会データサイエンスプログラム
グローバルSDGsプログラム

　教職実践開発研究科は、富山大学と富山県教育委員会の強い連
携・協働体制の下、学校現場が抱える今日的教育課題について深
く理解し、高度な専門性と実践力、高い課題解決力を備えた、“チー
ム学校”の牽引役となるスクールリーダーの養成を目指します。

教職実践開発研究科

（専門職学位課程）
教職実践開発専攻

（博士前期課程／博士後期課程）
創薬・製剤工学プログラム　
応用和漢医薬学プログラム
認知・情動脳科学プログラム
メディカルデザインプログラム

　伝統医学は人類が自然の摂理と天然の恵みを巧みに利用し、疾病の予防、治療にあたってきた経験知の集積です。和
漢医薬学総合研究所は、現代の先端科学技術を駆使して、和漢薬をはじめとする伝統医学や伝統薬物を科学的に研究
し、東洋医薬学と西洋医薬学の融合を図り、新しい医薬学体系の構築と自然環境の保全を含めた全人的医療の確立に貢
献することを使命として、①天然薬物資源の確保と保全、②和漢医薬学の基礎研究の推進と東西医薬学の融合、③漢方
医学における診断治療体系の客観化と人材の育成、④伝統医薬学研究の中核的情報発信拠点の形成の重点課題を設け
て、研究を推進しております。
　本研究所では世界的に問題になっている高齢化の進行、多因子性疾患の増加、及び天然資源の枯渇を鑑み、高齢者
疾患対策研究、代謝・免疫疾患対策研究、未病医療・創薬研究及び資源開発研究を重点研究プロジェクトとして推進し、
その成果を社会実装することを目指しています。また、これらの目標を達成するため研究開発部門の5分野(資源開発、
病態制御、複雑系解析、未病、国際共同研究)が連携し、臨床研究への橋渡しを目指した基礎研究や新規メカニズムに基
づく創薬基盤の構築を目指した研究を行っています。薬用資源管理部門では、和漢薬をはじめとする伝統薬物や天然薬
物などの薬用資源の管理と維持、さらに天然物創薬を指向してこれらを活用した学内外との共同研究を推進していま
す。臨床応用部門、産官学連携部門では、本学附属病院や企業と協力して臨床試験や医薬品候補の探索と社会実装研
究を推進しています。和漢医薬教育研修センターでは漢方医学教育を実践できる教員の育成とその教育研修システム
の確立を目的とした教育研究活動を推進しています。これらの4部門1センターが互いに連携し、東西医薬学の融合を
基盤とした次世代型医療科学を創生して、健康長寿社会の形成に貢献することが本研究所の使命です。

▲ 脈診 ▲ 協定校海外招へい者との協議の様子 ▲ 民族薬物資料館見学の様子

国際協力拠点
チュラロンコン大学（タイ国）
カイロ大学（エジプト）
南京中医薬大学（中国）

研究開発部門 複雑系解析分野

未病分野

国際共同研究分野

資源開発分野
資源科学領域

天然物創薬学領域

病態制御分野
神経機能学領域

生体防御学領域

臨床応用部門

産官学連携部門

薬用資源管理部門

和漢医薬教育研修センター

民族薬物資料館
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和漢医薬学総合研究所


